
　そう話すのは、道の駅出荷組合員の松浦洋子さん。松

浦さんの畑では、季節ごとにさまざまな作物を栽培され

ていて、じゃがいもや白菜、ねぎなどを給食の食材とし

て納品しています。

　「給食センターのみなさんにはお礼を言いたいですね。

給食に地元のものをたくさん使ってもらえることは嬉し

いですし、農家としてもやりがいがあります。この取り

組みを長く続けてほしいと思っています。

　私も国見小学校に通う６年生の娘がいますが、子ども

の栄養管理は大変だとつくづく感じます。給食センター

では、子どもたちの成長に合わせて栄養をしっかり考え

て、おいしい給食を作っていただいています。農家とし

ても、親としてもとてもありがたいです。」
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道の駅出荷組合員

松浦　洋子さん

国見町給食センター
栄養教諭

上原子　昌代さん

　国見町給食センターは、平成 12

年に新築され、現在、町内の幼稚園

と小中学校に約 850 食の給食を提供

しています。
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　栄養管理や衛生管理はもちろん、給食は食事のマナーや

食文化を学ぶツールでもあるということを意識して献立作

りをしています。そのため、地元産の旬の食材や、「国見町

食卓図鑑」から地域の家庭料理を給食に積極的に取り入れ

ています。食卓図鑑から給食に採用したメニューの中には、

「おいしかった」と評判がよく、定番メニューになったもの

もあるんですよ。

　今後も、給食を通して子どもたちに国見の食文化を伝え、

身近に感じてもらえるような取り組みを続けていきます。

【特集】給食から学びを ―地産地消のススメ―

国見町給食センター
のみなさん

（福島県教育長賞を受賞）

国見町食卓図鑑

給食献立予定表（H29.12 月）

実際の給食

生産者
（給食部会）

県内産の利用拡大

道の駅
出荷組合

地方
卸売市場

青果店
（国見町商工会納品組合）

学校・
給食センター

子ども・
家庭

密な連携
⇒町内産と県内産のハイブリット

国見町内産の利用拡大

食材 食材

食材

食
材

給食提供
／食育

子ども考案献立
郷土・家庭献立

必要品目・時期・量の
集約と相互連絡
⇒効率的で確実な生産計画

学校給食の
アイディア・ノウハウを
道の駅にフィードバック

地産の領域 地消の領域
⇒産業振興 ⇒生活・教育

図：道の駅と学校給食を主軸とする国見型地産地消モデル
（福島大学特任准教授：則藤孝志作成）
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